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２０１２年度 第１回メッセージング基盤タスクフォース 議事録(案)




　

 国連CEFACT日本委員会 サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2012年６月22日（金）　14：00～17：00
２．開催場所　：　機械振興会館５階　５Ｓ-３会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　

会　　員　　　
藤野　裕司
株式会社データ・アプリケーション


会　　員　
兼子　邦彦
小島プレス工業株式会社

会　　員     
菅野　修一
小島プレス工業株式会社


会　　員　
高橋　　朗　　
株式会社データ・アプリケーション


会　　員
遠城　秀和
株式会社NTTデータ


会　　員
阪口　信吾
日本電気株式会社



会　　員
仲矢　靖之
ITホールディングス株式会社(TIS株式会社)
会　　員
須田　尚克
ITホールディングス株式会社(TIS株式会社)
会　　員
竹内　正人
ITホールディングス株式会社(株式会社インテック)

業界委員　
川内　晟宏
ITコーディネータ協会


業界委員　
内田  宏樹
石油化学工業協会　CEDI小委員会


業界委員　
藤岡　慎弥
NPO法人観光情報流通機構


業界委員　
坂本　真人
一般財団法人流通システム開発センター


業界委員　
栗田　和則
一般財団法人流通システム開発センター


オブザーバー　
山寺　　智　
日本銀行金融研究所


オブザーバー　
江頭　　顕　
SCSK株式会社



オブザーバー　
趙　　　波　
GMOグローバルサイン株式会社



事 務 局　
菅又　久直
サプライチェーン情報基盤研究会




事 務 局　
坂本　理枝
サプライチェーン情報基盤研究会



出席者19名
４．議事概要

４－１．自己紹介およびタスクフォース・リーダー選出

・事務局から、サプライチェーン情報基盤研究会SIPS 2012年度総会了承の事業計画のもと、メッセージング基盤タスクフォースは第１回会議を迎えた旨の挨拶があった。

・第１回会議開催にあたり、出席者の自己紹介ののち、当タスクフォース・リーダーに株式会社データ・アプリケーション藤野裕司氏の推薦を事務局が行い、全出席者の賛成により藤野裕司氏がリーダーに選出された。
４－２．海外における最新の動向 － 海外EDI事情　

・進行上、議事次第２.～７.の順を変え、議事次第３.「海外における最新の動向」第1項として、資料（MSG 2012-1-04）の｢海外EDI事情｣に関し｢日本と海外のEDIの違い｣｢VANとの接続方法｣｢通信プロトコル｣｢EDIのメッセージ｣｢海外企業との接続｣｢最近の動向｣の各事項別に、リーダーが自身の見解の概略を説明した。　
４－３．日本におけるグローバルEDIの現状　

・議事次第２.「日本におけるグローバルEDIの現状」に関し、資料（MSG 2012-1-03）の｢グローバルEDIのニーズ｣｢日本で海外企業とEDIをする方法｣｢国内のニーズもないのにグローバルEDIの検討は必要か?｣の各事項別に、リーダーが自身の見解の概略を説明した。　　　　　

・リーダーより、年度単位での成果の提出を行うなど短期的に区切るというのではなく、実質的成果につながって行く活動にしたい旨の表明があり、了承された。　

４－４．活動方針について提案および2012年度活動スケジュール 
・議事次第４.「活動方針について提案」に関し、資料（MSG 2012-1-07）｢メッセージング基盤（MP）ＴＦ活動方針のご提案｣の｢基本スタンス｣｢検討テーマ｣｢体制｣｢活動内容と実施方法｣｢スケジュール｣の各事項別に、議事次第６.の資料（MSG 2012-1-08）｢2012年度活動スケジュール｣とも併せ、リーダーが概略を説明し、了解された。

・｢体制｣に関し、サブリーダー、タスクチーム等の設置をリーダーが提案した。　

・当タスクフォースの運営委員候補に、リーダーに加え、遠城委員、菅野委員、仲矢委員の推挙を合意した。

４－５．海外における最新の動向 － 信頼性メッセージング空間　


・議事次第３.「海外における最新の動向」の第２項、資料（MSG 2012-1-05）｢信頼性メッセージング空間｣に関し、事務局が概要説明を行った。
・世界中で固有のPKI（公開鍵証明書の公開鍵使用による相互認証の仕組み）が並存して導入されつつある。国連CEFACTでは、国境を越えた相互運用性を推進するため、国際EDI標準開発環境でグローバルなPKIを目指した勧告の策定に着手しようとしている。

４－６．海外における最新の動向 － ビジネス文書ヘッダー　

・議事次第３.「海外における最新の動向」の第３項、資料（MSG 2012-1-06）｢ビジネス文書ヘッダー｣に関し、国連CEFACTにおけるプロジェクトの現況を坂口委員が説明した。　　　　　　　
４－７．活動方針と内容について意見交換
　

・議事次第５.「活動方針と内容について意見交換」として、当タスクフォース関係の事項に関し、出席者各位の企業／業界固有の事象や傾向等の経緯および今後の方向の見通し、ならびに、当タスクフォースへの参加の目的と期待等について、各自が意見を述べた。　

＜主な意見＞

· ASP連携には文書ヘッダー（BDH）の標準化が必須。

· 中小企業でも簡単につかえるインフラを望む。

· 標準化は業界単位より、アジアを見据えて産業レベルで考えたい。

· 観光業界では多数の業種との取引があり、クラウド上のR&Rが必要となっている。中国、ベトナム、タイ、インドネシアなどとの連携が重要。

· 金融・物流とも連携できるインフラ。

· PKIの普及。

· 化学業界では海外生産がますます増加（現在50%(将来70%）傾向にあり、取引の主戦場はアジア（特に、中国、インド）。

· グローバルネットワークが進まないのは、ニーズが無いからではないか。

· 海外接続案件やリクワイアメントは増えている。

· 今後主力となる通信プロトコルは何か。

· グローバル対応を、一つのソリューション・メニューとして立ち上げたい。

・当タスクフォースで調査したいこととして、リーダーにより課題に関する事項が列挙された。調査に関し、その範囲・対象等を先に整理した方が良い等が話し合われた。

・調査の範囲・対象等に関する提案、知りたい事項、情報提供可能なもの、困っている事柄に関し、当タスクフォース各位が文章化して示せるよう、事務局が調査票を６月25日の週に用意して回付することとした。その記載に際しては、グローバルとメッセージングという視点での記述を行い、提出することを確認した。

・海外とどうつなぐかが当タスクフォースの主要課題であり、メッセージの内容等に関しては国際／業界横断EDIタスクフォースが活動を行う。　

４－８．今後の活動

・テーマ調査票策定（事務局）

(　6月29日（金）
・テーマ調査票への記述（委員各位）
(　7月 6 日（金）
・テーマの検討（運営委員）

(　7月11日（水）
なお、7月11日の運営委員会議は株式会社データ・アプリケーションの会議室にて行うこととする。
　
配布資料 一覧：
MSG 2012-1-01　第1回メッセージング基盤TF議事次第

MSG 2012-1-02　メッセージング基盤TF委員名簿
MSG 2012-1-03　日本におけるグローバルEDIの現状
MSG 2012-1-04　海外EDI事情 
MSG 2012-1-05  信頼性メッセージング空間

MSG 2012-1-06　ビジネス文書ヘッダー
MSG 2012-1-07　メッセージング基盤（MP）TFの活動方針案
MSG 2012-1-08　2012年度活動スケジュール
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